
沖縄県 うるま市

令和３年度
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・ ��長期にわたり、 
整骨院・接骨院で施術 
を受けられている方へ

・ �保養施設の追加など

表紙写真

「��国営 
ひたち海浜公園 
みはらしの丘 
コキア」
茨城県ひたちなか市

［写真提供］
茨城県支部：佐

さ

藤
と う

 光
み つ

江
え

 さん

ひたちなか市内で一番標高の 
高い「みはらしの丘」は、例年春には 
青色のネモフィラ、秋には真っ赤に 
紅葉したコキアで丘一面が彩られ 
ます。

コキアは９月下旬から10月上旬 
にかけて緑色から紅葉し始め、日々 
移ろいゆく緑と赤のグラデーション 
の色合いも魅力的です。また、10月 
中旬には鮮やかに紅葉して「みはら 
しの丘」を真っ赤に染め上げる様
はまさに絶景です。
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ちゅうけんだよりちゅうけんだより
中
建
国
保
第
１
２
４
回
通
常
組
合
会
が
７
月
21
日
か
ら
22
日
に
、福
岡
県
福
岡
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
、コ
ロ
ナ
）対
策
と
し
て
、各

支
部
等
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
た
W
e
b
に
よ
る
出
席
も
併
用
し
、令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
と
歳
入
歳
出
決
算
状
況
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
議
案
と
も
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、議
事
終
了
後
に
は
令
和
４
年
度
功
労
者
等
表
彰
式
を
行
い
、こ
れ
ま
で
中
建
国

保
の
事
業
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
役
職
員
等
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

事
業
報
告・決
算
が

組
合
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た

♦�

組
合
員
の
状
況

令
和
３
年
度
末
の
組
合
員
数

�

12
万
８
９
１
７
人

�

（
前
年
度
比
６
１
０
人
増
）

♦�

家
族
の
状
況

令
和
３
年
度
末
の
家
族
数

�

15
万
６
０
６
３
人

�

（
前
年
度
比
８
３
９
人
減
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
1
・
21
人

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な
い
３
歳
未
満

及
び
６
人
目
以
上
の
家
族

�

１
万
２
１
２
１
人

�

（
全
家
族
数
の
7
・
77
％
）

♦�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
者
の
状
況

令
和
３
年
度
中�

３
６
５
４
人

�

（
組
合
員
１
４
９
６
人
、

�

家
族
２
１
５
８
人
）

※�

た
だ
し
、家
族
に
つ
い
て
は
、組
合
員

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

に
よ
る
資
格
喪
失
を
含
む

♦�

組
合
特
定
被
保
険
者
の
状
況

令
和
３
年
度
末
で
は�

７
万
３
０
７
３
人

年
間
平
均
で
は�

７
万
１
０
６
９
人

�

（
全
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は

�

24
・
94
％
で
毎
年
増
加
）

任
期
満
了
に
伴
う
組
合
会
議
員
及
び
理
事
、

監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、
組
合
会
議
員
81
名
、

理
事
43
名
、
監
事
３
名
が
３
年
間
の
任
期
で
就

任
し
、
第
18
期
新
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

♦
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、
役
員
選
考
の
た
め
の
臨
時

組
合
会
、
理
事
会
、
三
役
会
、
予
算
委
員
会
は

W
e
b
を
併
用
す
る
等
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
に

考
慮
し
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。
監
事
に
よ
る

本
部
の
内
部
監
査
は
中
間
監
査
を
２
回
、
決
算

監
査
を
１
回
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
監
事
及
び

本
部
監
査
事
務
局
に
よ
る
支
部
及
び
出
張
所
へ

の
監
査
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度

に
引
き
続
き
中
止
と
し
ま
し
た
。

♦
事
務
指
導
等

支
部
職
員
研
修
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
前

年
度
に
引
き
続
き
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
支

部
事
務
局
長
会
議（
４
月
）と
臨
時
の
支
部
事

務
局
長
会
議（
10
月
）は
W
e
b
を
利
用
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
が
実
施
す
る
事

務
研
修
会
に
お
い
て
講
師
の
派
遣
要
請
を
さ
れ

た
支
部
へ
は
本
部
職
員
が
出
席
し
、
制
度
の
周

知
や「
組
合
員
の
職
種
及
び
種
別
に
関
す
る
調

査
」へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

♦
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
本
部
へ
の
指
導
検
査
は
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
支
部
へ
の
検
査
は
前
年
度
に
引

き
続
き
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況
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♦�
全
体
の
状
況

令
和
３
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�

３
５
５
万
９
２
３
３
件

給
付
額�
５
２
１
億
３
４
６
０
万
円

（
前
年
度
よ
り
１
人
あ
た
り
月
額
８
４
５
円
増
）

【
詳
細
】

♦�

療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
に
か
か
っ
た
際

に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
費
用
の
残
り
を
中
建
国

保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
３
７
万
４
４
４
１
件

支
払
義
務
額�

４
４
０
億
３
７
９
万
円

♦�

療
養
費
の
支
給
状
況

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院
・
接
骨

院
に
か
か
っ
た
際
に
、
自
己
負
担
額
を
除
い
た

費
用
等
を
後
日
払
い
戻
し
ま
し
た
。

件
数�

９
万
１
３
９
６
件

支
給
額�

４
億
７
６
７
４
万
円

♦�

高
額
療
養
費
の
支
給
状
況

同
一
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
７
９
２
４
件

支
給
額�

50
億
８
４
４
８
万
円

♦�

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
状
況

件
数　
１
件�

支
給
額　
３
９
３
２
円

♦�

償
還
金
の
支
給
状
況

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、
１
つ
の

病
院
等
で
１
ヵ
月
１
７
５
０
０
円
を
超
え
た
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
３
８
８
５
件

支
給
額�

６
億
１
３
０
０
万
円

�

（
１
件
あ
た
り
平
均
２
万
５
６
６
４
円
）

♦�

傷
病
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し
て
仕

事
を
休
ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
、
コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
傷
病
手
当
金
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

件
数�

９
０
７
８
件

支
給
額�

11
億
２
７
８
９
万
円

♦�

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況

子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き
42
万

円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
８
５
３
件

支
給
額�

７
億
７
８
２
６
万
円

♦�
出
産
手
当
金
の
支
給
状
況

女
性
組
合
員
が
出
産
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ

と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数　
67
件�
支
給
額　
１
３
２
５
万
円

♦�

葬
祭
費
の
支
給
状
況

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま

し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�
５
８
９
件

支
給
額�

３
７
２
１
万
円

♦�

前
期
高
齢
者
納
付
金

65
～
74
歳
の
方
の
加
入
率
に
応
じ
て
医

療
保
険
者
の
負
担
を
調
整
す
る
た
め
に
11
億

２
６
７
５
万
円
を
納
付
し
ま
し
た
。

♦�

後
期
高
齢
者
支
援
金

75
歳
以
上
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
、加
入
者
数
に
応

じ
、１
７
５
億
８
５
０
７
万
円
を
負
担
し
ま
し
た
。

♦�

健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン・
が
ん
検

診
を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に

実
施
し
、数
値
の
改
善
が
必
要
な
40
歳
以
上

の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

　
受
診
者
数�

10
万
3
3
1
8
人

　
受
診
率　
特
定
健
診�

54
・
27
％

　
　
　
　
　
一
般
健
診�

36
・
51
％

　
補
助
総
額�

13
億
1
3
6
7
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

　
件
数�

7
5
9
1
件

　
補
助
額�

7
3
5
0
万
円

♦�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
2
0
0
0

円
を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

３
万
7
8
6
6
件

補
助
額�

7
5
7
3
万
2
0
0
0
円

♦�

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
を
受

け
た
方
に
１
回
2
0
0
0
円
を
補
助
し
ま

し
た
。

件
数　
4
3
0
件�

補
助
額　
86
万
円

♦�

保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
泊

分
3
0
0
0
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

3
9
3
8
人

補
助
額�

1
1
8
1
万
4
0
0
0
円

♦�

健
康
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
等
、
被
保

険
者
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
て
る
よ

う
な
内
容
を
支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
、コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実

施
し
ま
し
た
。

会
場
数�

1
7
9
会
場

参
加
者
数�

9
3
9
3
人

♦�

健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
等
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員

が
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数�

4
7
5
1
世
帯

支
給
額�

7
6
6
3
万
円

♦�

在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改
修

を
行
っ
た
被
保
険
者
に
、改
修
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

８
件

補
助
額�

68
万
1
4
0
7
円

♦�

被
保
険
者
証
更
新
会

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た

会
場
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
保
険
証
の
交

付
を
中
心
に
医
療
保
険
制
度
や
事
業
運
営

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
数�

7
9
0
会
場

出
席
世
帯
数�

５
万
6
4
8
8
世
帯

♦�

健
康
相
談
室

♦�

中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

♦�

便
利
帳
の
発
行

♦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

♦�

季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業・趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況
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［�

一
世
帯
あ
た
り
月
額

に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

♦�

レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的

に
行
い
、被
保
険
者
資
格
の

誤
り
等
に
よ
る
過
誤
調
整
や

交
通
事
故
な
ど
加
害
者
側
へ

請
求
を
行
う
こ
と
で
医
療
費

の
節
約
に
努
め
ま
し
た
。

　
点
検
の
結
果
、減
額
す
る

　
こ
と
が
で
き
た
医
療
費

�

８
億
２
２
４
４
万
円

（
１
人
あ
た
り
２
８
８
６
円

�

の
財
政
効
果
）

♦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
減
額
差
額

通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
変
更
す
る
こ
と
で
、
窓
口

で
の
負
担
額
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
方
を
対
象
に
、年

２
回
個
別
に
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
し
た
。

♦�

医
療
費
の
お
知
ら
せ

の
送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額

を
知
り
、健
康
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
年
１
回
送
付
し
ま
し
た
。

♦�

職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

対
策
事
業
の
取
り
組
み

　
再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と

60
歳
以
上
の
家
族
の
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
再
読

影
費
用
を
中
建
国
保
が
負

担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
万
６
９
８
９
件

　
労
災
認
定
に
よ
る

　
医
療
費
の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ

た
医
療
費
の
う
ち
、
24
件

８
７
８
９
万
円
を
労
災
保

険
か
ら
の
給
付
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

送付
対象月 送付人数 切り替え

人数

４月
診療分 5,456人 649人

11月
診療分 5,527人 334人

送付対象
診療年月 送付世帯数

令和２年
11月〜
令和３年
10月

11万
5,924世帯

［
歳
入
］

♦�

保
険
料
に
つ
い
て

組
合
員
・
家
族
と
も
に
予
算
人

数
を
下
回
っ
た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ

に
か
か
る
保
険
料
減
免
に
よ
り
、

収
入
済
額
は
３
億
７
８
０
０
万

円
の
歳
入
減
と
な
り
ま
し
た
。

♦�

国
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
に
か

か
っ
た
際
の
医
療
費
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
療
養
給
付
費
等
補
助
金

は
当
初
の
予
想
を
上
回
る
交
付
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
超

過
交
付
さ
れ
た
２
億
２
１
０
０
万

円
を
令
和
４
年
度
中
に
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

普
通
調
整
補
助
金
は
平
成
30

年
度
に
実
施
さ
れ
た
所
得
調
査

の
影
響
を
受
け
、当
初
の
予
想
を

大
き
く
下
回
る
交
付
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
調
整
補
助
金
は
、
医
療

費
節
減
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て

交
付
さ
れ
る
保
険
者
機
能
強
化
分

と
し
て
６
億
２
０
０
万
円
が
交
付

さ
れ
、
そ
の
他
に
コ
ロ
ナ
関
連
と

し
て
、保
険
料
の
減
免
と
傷
病
手

当
金
の
支
給
に
要
し
た
費
用
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

［
歳
出
］

♦�

保
険
給
付
費
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
に
か
か
っ

た
際
に
中
建
国
保
が
負
担
す
る
療
養
給

付
費
は
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
の
反

動
に
よ
り
、１
人
あ
た
り
の
支
払
額
が
前

年
度
実
績
を
大
き
く
上
回
り
歳
出
増
と

な
り
ま
し
た
。
同
様
に
高
額
療
養
費
や

傷
病
手
当
金
も
歳
出
増
と
な
り
ま
し
た
。

♦�

諸
支
出
金

令
和
２
年
度
以
前
に
交
付
さ
れ
た
国

か
ら
の
補
助
金
の
う
ち
、
交
付
額
確
定

に
よ
る
超
過
交
付
額
16
億
２
５
０
０
万

円
を
返
還
し
ま
し
た
。

［�

決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
］

令
和
３
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
残
高

（
決
算
剰
余
金
）は
11
億
７
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
予

算
で
計
上
し
た
３
年
度
か
ら
の
繰
越

金
20
億
８
６
０
０
万
円
と
比
較
す
る

と
９
億
１
３
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
剰
余
金
か
ら
令
和
４
年
度

中
に
返
還
が
見
込
ま
れ
る
定
率
補
助
金

の
超
過
交
付
分
２
億
２
１
０
０
万
円

を
差
し
引
く
と
、
実
質
的
な
繰
越
金
は

９
億
５
２
０
０
万
円
し
か
確
保
で
き
ま

せ
ん
。
令
和
４
年
度
事
業
は
３
年
度
に

引
き
続
き
歳
入
不
足
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
予
備
費
を
充
当
し
て
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
厳
し
い
状
況
で
す
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検・医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況

その他の収入
5,642円
（9.82％）

国庫補助金　
26,343円　
 （45.81％）

保険料
25,513円
（44.37％）

剰余金758円

前期高齢者納付金
728円（1.28％）

介護納付金
5,046円（8.89％）

保健事業費
1,095円（1.93％）

総務費2,380円（4.19％） その他の支出
2,235円
（3.95％）

後期高齢者
支援金
11,354円
　（20.01％）

保険給付費
33,902円
（59.75％）

歳 入
57,498円

歳 出
56,740円

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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７
財
産
に
関
す
る
調
書

令和３年度決算の状況（歳入の部）� （単位：円）

内　訳 ❶ 決算額 ❷ 当初予算額 差額（❶ -❷）
 １ 国民健康保険料 39,514,223,000 39,892,402,000 ▲378,179,000
 ２ 使用料及び手数料 ０ 1,000 ▲1,000
 ３ 国庫支出金 40,799,120,817 39,597,106,000 1,202,014,817
 ４ 前期高齢者交付金 ０ 2,000 ▲2,000
 ５ 都支出金 97,719,481 100,435,000 ▲2,715,519
 ６ 共同事業交付金 1,651,628,000 1,608,752,000 42,876,000
 ７ 財産収入 17,085,134 18,134,000 ▲1,048,866
 ８ 寄付金 ０ 1,000 ▲1,000
 ９ 繰入金 1,290,000,000 1,300,003,000 ▲10,003,000
10 繰越金 5,532,166,359 4,194,326,000 1,337,840,359
11 諸収入 150,659,433 180,752,000 ▲30,092,567

歳入合計 89,052,602,224 86,891,914,000 2,160,688,224

令和３年度決算の状況（歳出の部）� （単位：円）

内　訳 ❸ 決算額 ❹ 当初予算額 差額（❹ -❸）
 １ 組合会費 24,176,248 32,651,000 8,474,752
 ２ 総務費　 3,686,146,649 3,716,880,000 30,733,351
 ３ 保険給付費 52,507,818,592 51,267,295,000 ▲1,240,523,592
 ４ 後期高齢者支援金等 17,585,065,180 17,609,941,000 24,875,820
 ５ 前期高齢者納付金等 1,126,752,700 1,172,683,000 45,930,300
 ６ 老人保健拠出金 ０ 2,000 2,000
 ７ 介護納付金 7,814,674,887 7,814,675,000 113
 ８ 共同事業拠出金 1,610,553,000 1,610,812,000 259,000
 ９ 保健事業費 1,696,655,806 1,792,533,000 95,877,194
10 積立金 31,721,095 32,756,000 1,034,905
11 諸支出金 1,795,602,892 173,419,000 ▲1,622,183,892
12 予備費 ０ 1,668,267,000 1,668,267,000

歳出合計 87,879,167,049 86,891,914,000 ▲987,253,049

財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１ 土地及び建物 1,962,885,708
２ 物品 1,279,500
３ 積立金 8,442,615,795
特別積立金 5,703,146,770
給付費等支払
準備金 2,399,685,136

退職積立金 320,760,485
本部事務所修繕
積立金 188,110

電算システム
改修積立金 3,597,471

財政調整積立金 5,029,348
本部事務所建設
積立金 ０

周年事業積立金 10,008,475
投資及び出資金 200,000
合　計 10,406,781,003

表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
！

表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
中
建
国
保
の
事
業
運
営

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た

1
0
2
名
の
役
職
員
と
団
体
表

彰
と
し
て
石
川
県
支
部
森
本
出

張
所
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
健
診
受
診
率
向
上
に

向
け
た
各
支
部
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
、令
和
２
年
度
の
法
定
報

告
に
基
づ
く
特
定
健
診
受
診
率

の
上
位
５
支
部（
島
根
県
、岩
手

県
、秋
田
県
、山
梨
県
、東
京
都
）

に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

※東京都支部はリモート出席のため、後日表彰状を授与しました。
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長
期
に
わ
た
り
、 

整
骨
院
・
接
骨
院
で

施
術
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ 

ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を

受
け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、原
因
が

他
の
病
気
に
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
に
７
ヵ
月
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ

て
施
術
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
を
対
象
に
、痛
み

の
原
因
を
改
め
て
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び

か
け
る
ご
案
内
を
９
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
、あ
な
た
の
健
康
を

守
る
た
め
に
も
、痛
み
の
原
因
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
養
施
設
の
追
加
な
ど

【
新
し
く
保
養
施
設
と
な
っ
た
宿
】

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
分

大
分
県
大
分
市
都
町
２

－
１

－
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
７

－
５
３
８

－

８
７
０
１

※
令
和
４
年
８
月
１
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

【
補
助
対
象
か
ら
外
れ
る
宿
】

「
か
ん
ぽ
の
宿　

恵
那（
岐
阜
県
）」を
除
く
以
下

の
か
ん
ぽ
の
宿
は
、
令
和
４
年
４
月
５
日
以
降
、

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

一
関（
岩
手
県
）、大
洗
、潮
来（
茨
城
県
）、塩
原
、栃
木
喜
連
川
温
泉

（
栃
木
県
）、寄
居（
埼
玉
県
）、旭
、鴨
川（
千
葉
県
）、青
梅（
東
京
都
）、

福
井（
福
井
県
）、熱
海
本
館
及
び
別
館
、J
P
リ
ゾ
ー
ト
伊
豆
高
原
、

焼
津（
静
岡
県
）、
知
多
美
浜（
愛
知
県
）、
鳥
羽（
三
重
県
）、
彦
根

（
滋
賀
県
）、富
田
林（
大
阪
府
）、有
馬
、赤
穂
、淡
路
島（
兵
庫
県
）、

奈
良
、大
和
平
群（
奈
良
県
）、紀
伊
田
辺（
和
歌
山
県
）、光（
山
口
県
）、

観
音
寺（
香
川
県
）、伊
野（
高
知
県
）、北
九
州
、柳
川（
福
岡
県
）、

阿
蘇（
熊
本
県
）

健診講座！看護師の卵
ののりみ

被保険者の皆様に、大切なお知らせです

災
害
に
よ
る

保
険
料
の
減
免

制
度
に
つ
い
て

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
り
、組
合
員
の
住
宅
等
が
被
害
を
受
け
、生
活

が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、３
ヵ
月
の
範

囲
内
で
保
険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
さ
れ
る
額
は
被
害
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の
取
扱
い

は
、表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
と
き
は
、①
保
険
料

徴
収
減
免
申
請
書
に
、
②
減
免
の
理
由
を
証
明

す
る
書
類（
消
防
署
、地
方
自
治
体
な
ど
公
的
機

関
の
証
明
書
）を

添
付
し
ま
す
。

な
お
、令
和
３
年

度
に
お
い
て
は
、

火
災
12
件
72
万

５
０
０
０
円
、
自

然
災
害
18
件
71
万

８
２
０
０
円
の
保

険
料
が
減
免
さ
れ

て
い
ま
す
。

被害区分 減免額
全焼または全壊及び
全部冠水 保険料3ヵ月分

半焼または半壊､
床上1m以上の冠水 保険料2ヵ月分

床上1m未満の冠水 保険料1ヵ月分

【表】�被害区分による減免額
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そ
の
よ
う
な
中
、数
日
後
に
１
匹
の
オ
ス
猫

が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。逃
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

離
れ
て
戻
れ
な
く
な
っ
た
の
か
、そ
の
後
の
行
方

は
分
か
り
ま
せ
ん
。残
っ
た
４
匹
の
子
猫
を
見

て「
や
っ
ぱ
り
飼
う
し
か
な
い
か
」と
決
心
し
、

わ
が
家
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
毎
日
が
大
変
で
、遊
び
盛
り
の

子
猫
た
ち
は
家
の
中
を
駆
け
回
り
、障
子
を
破

い
た
り
、
柱
で
爪
を
と
い
だ
り
、
カ
ー
テ
ン
を

駆
け
上
が
る
な
ど
、あ
っ
と
い
う
間
に
家
の
中

は
悲
惨
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

可
愛
い
子
猫
た
ち
が
元
気
に
育
っ
て
い
く
姿
が

楽
し
み
で
、
３
歳
に
な
っ
た
頃
に
は
耐
震
も
兼

ね
て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
い
、家
を
留
守
に

す
る
時
に
は
、猫
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
専
用
の
部
屋
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
４
匹
の
う
ち
の
１
匹
シ
マ
が
８
歳

で
亡
く
な
り
、猫
が
３
匹
に
な
っ
た
な
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、主
人
が
ま
た
野
良
猫
を
連
れ

て
き
ま
し
た
。「
ケ
ン
カ
す
る
か
ら
ダ
メ
！
」と

言
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
迎
え
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、10
月
に
来
た
の
で
旧
暦
の
神か
ん
無な

月づ
き
か
ら

カ
ン
ナ
と
名
付
け
ま
し
た
。
あ
る
日
、
カ
ン
ナ

の
様
子
が
変
だ
っ
た
の
で
動
物
病
院
に
連
れ

て
行
く
と「
手
術
が
必
要
」と
言
わ
れ
開
腹
手

み
で
破
裂
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」と
先
生
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。
無
事
に
手
術
を
終
え
て
、
今

で
は
一
番
や
ん
ち
ゃ
な
子
に
育
っ
て
い
ま
す
。

猫
た
ち
は
主
人
が
大
好
き
な
よ
う
で
、
主

人
が
歩
い
て
い
る
と
後
を
追
っ
て
い
き
、
ソ

フ
ァ
ー
に
座
れ
ば
両
脇
に
重
な
っ
て
ゴ
ロ
ニ
ャ

ン
と
甘
え
て
い
ま
す
。

愛
犬
の
ミ
ミ
は
猫
た
ち
の
勢
い
に
押
さ
れ
気

味
で
、主
人
の
そ
ば
に
い
て
も
す
ぐ
私
の
と
こ
ろ

に
来
て
甘
え
ま
す
。仕
事
か
ら
帰
っ
て「
散
歩
に

行
こ
う
か
」と
声
を
か
け
る
と
尻
尾
を
振
っ
て

喜
び
ま
す
。田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
園
風
景
や

遠
く
の
山
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、足
が
弱
く
な
っ

た
ミ
ミ
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
こ
と
が
日
課

と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
ミ
ミ
や
猫
た
ち
と

の
平
穏
な
日
々
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
渡
辺 

大 

通
信
員
】

術
を
し
た
と
こ

ろ
、
カ
ン
ナ
は

生
ま
れ
つ
き
腹

膜
に
大
き
な

穴
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し

た
。
皮
膚
で
内

臓
を
支
え
て
い

た
よ
う
で「
こ

の
ま
ま
だ
と
重

愛
犬
ミ
ミ
と
迎
え
た
猫
た
ち
と
の
賑
や
か
な
毎
日

わ
が
家
に
は
、犬
の
ミ
ミ（
15
歳
）と
、猫
の

カ
ン
ナ（
３
歳
）、ミ
ー
ヤ
、フ
ウ
、テ
ン
テ
ン（
３

匹
と
も
11
歳
）が
い
ま
す
。皆
、女
の
子
で
仲
が

良
く
、賑
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

長
年
、犬
を
飼
っ
て
い
た
の
で
猫
を
飼
う
気

は
全
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
11
年
前
の
３
月
の
あ
る
日
、そ
れ

ま
で
庭
先
で
頻
繁
に
見
か
け
て
い
た
猫
が
細
身

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は「
子
ど
も
が

産
ま
れ
た
の
か
な
」く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、納
屋
の
２
階
か
ら
猫
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
声
が
気
に
な
り
探
し
て
み
る

と
、部
屋
の
隅
か
ら
５
匹
も
子
猫
が
出
て
き
ま

し
た
。「
こ
れ
は
困
っ
た
な
」と
思
い
な
が
ら
様

子
を
見
て
い
る
と
、
主
人
が「
か
わ
い
そ
う
だ

か
ら
飼
っ
て
あ
げ
よ
う
」と
言
い
出
し
ま
し
た
。

主
人
の
言
葉
に
私
も
驚
き
、「
１
匹
な
ら
ま
だ

し
も
５
匹
は
無
理
！
」と
す
ぐ
に
反
対
し
ま
し
た

が
、こ
の
時
期
の
福
島
県
は
震
災
発
生
直
後
で
大

混
乱
に
陥
っ
て
お
り
、私
が
住
む
棚
倉
町
も
公
共

施
設
や
道
路
、家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
で
産
ま
れ
た
小

さ
な
命
が
、何
と
か
生
き
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
目
の
前
に
し
、「
こ
の
ま
ま
子
猫
を
放
置
し

て
い
い
の
か
」と
毎
日
悩
む
日
が
続
き
ま
し
た
。

（写真）ミミとミーヤ

（写真）左から、テンテン、フウ、ミーヤ、シマ

福 島 県 支 部 古
ふ る

市
い ち

 洋
よ う

子
こ

 さん

わが家の
アイドル

ミミ、カンナ、ミーヤ、
フウ、テンテン
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思い出
の場所

（写真）奥様の敏
とし

美
み

さんと『タワー・オブ・テラー』前にて

大
人
だ
け
で『
夢
の
国
へ
』

12
年
前
の
９
月
の
あ
る
暑
い
日
に
両
親

と
妹
、
今
は
亡
き
妻
と
私
の
大
人
５
名
だ

け
で
、千
葉
県
浦
安
市
に
あ
る
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。

群
馬
県
に
隣
接
す
る
埼
玉
県
本
庄
市
の

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
本
庄
駅
か
ら
、
朝
８
時
30
分

頃
の
各
駅
停
車
で
の
ん
び
り
と
向
か
い
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
あ
る
舞
浜
駅
に
到
着
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
手
荷
物
を
預
け
、

い
ざ
身
軽
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
当
時
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
に
あ
っ
た『
シ
ル
ク
・

に
は『
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
』に
乗
り
、
そ
の
後
は
シ
ョ
ッ
プ

を
散
策
し
て
、
各
々
お
土
産
を
購
入
し
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

夢
の
ひ
と
時
を
も
う
一
度

１
泊
２
日
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、開
園
か
ら
時
間
を
気
に
せ

ず
パ
ー
ク
内
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

慌
て
ず
ゆ
っ
た
り
し
た
ペ
ー
ス
で
行
動
で

き
た
こ
と
、何
よ
り
も
そ
の
日
に
帰
る
こ
と

を
考
え
ず
に
ス
ト
レ
ス
無
く
過
ご
せ
た
こ

と
で
楽
し
さ
が
何
倍
に
も
な
り
ま
し
た
。肌

に
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
湿
気
の
あ
る
暑

い
日
で
し
た
が
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
す
。す
べ
て
が
魔
法
に
か
か
っ
た
か

の
よ
う
な
夢
の
ひ
と
時
で
、十
数
年
た
っ
た

今
で
も
湿
度
の
あ
る
暑
い
日
に
な
る
と
、あ

の
日
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は『
夢
の
国
』。

も
し
本
当
に
魔
法
が
使
え
る
な
ら
ば
、あ
の

日
あ
の
時
、妻
と
楽
し
く
過
ご
し
た
あ
の
場

所
で
、
妻
の
笑
顔
と
共
に
も
う
一
度
最
高

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
角
田 

恵
美
子 

通
信
員
】

東京
ディズニーシー

群 馬 県 支 部 平
ひ ら

井
い

 健
け ん

一
い ち

 さん

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
シ
ア
タ
ー
東
京（
現
在
の

舞
浜
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
）』に
て
Ｚ
Ｅ
Ｄ

（
常
設
公
演
）を
観
劇
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
我
々
一
行
は『
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
・
ホ
テ
ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
』に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
客
室
は
外
国
人
客
を
標

準
と
す
る
広
い
ツ
イ
ン
で
、ま
る
で
ア
ラ
ジ

ン
の
魔
法
の
国
に
来
た
よ
う
な
装
飾
で
す
。

夕
方
に
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
数
少

な
い（
？
）ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る『
タ

ワ
ー
・
オ
ブ
・
テ
ラ
ー
』に
乗
り
、
日
頃
の

鬱
憤
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
叫
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

や
が
て
日
も
暮
れ
始
め
、レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
を
済
ま
せ
る
と
、『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ラ

イ
ト
・
ザ
・
ナ
イ
ト
』と
い
う
シ
ョ
ー
と
花

火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
ま
し
た
。ち
ょ
う

ど
空
港
に
着
陸
し
よ
う
と
す
る
飛
行
機
の

灯
火
と
花
火
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
不
思

議
な
光
景
で
、
き
っ
と
飛
行
機
の
上
か
ら

見
る
花
火
も
格
別
で
し
ょ
う
。

明
け
て
２
日
目
の
午
前
中
に
は
、
名
前

は
忘
れ
ま
し
た
が
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

系
の
乗
物
と『
海
底
２
万
マ
イ
ル
』に
乗
り
、

『
マ
ー
メ
イ
ド
ラ
グ
ー
ン
シ
ア
タ
ー
』と
今

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が『
マ
ジ
ッ
ク

ビ
ー
ト
シ
ョ
ー
』を
観
劇
し
ま
し
た
。
午
後
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わたしの

健康法
Healthy Lifestyle

籠ろ
う

球き
ゅ
うか

ら
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
へ

私
は
現
在
67
歳
で
群
馬
県
桐
生
市
に
て

管
工
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
、
１
８
０
cm
の
身
長
を
生

か
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
以
下
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
）を
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
地

元
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
群

馬
県
大
会
に
出
場
す
る
傍か
た
わら

、
小
学
生
の

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
し

て
、休
日
は
い
つ
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
三
昧
で
し

た
。し
か
し
、子
供
が
チ
ー
ム
を
卒
団
し
た

後
は
、私
も
コ
ー
チ
を
引
退
し
ま
し
た
。バ

ス
ケ
ッ
ト
か
ら
ゴ
ル
フ
へ
転
向
し
た
き
っ

か
け
は
後
で
触
れ
ま
す
が
、ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
仲
間
と
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
、笑
う
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

転
機
は
突
然
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
引
退
後
は
麻
雀
に
興
味
を

持
ち
、毎
日
友
人
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
朝

ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
の
麻
雀
中

に
突
然
、友
人
の
一
人
が「
こ
ん
な
不
健
康

な
生
活
を
続
け
て
い
て
は
だ
め
だ
。健
康
の

た
め
に
皆
で
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
よ
う
」と

言
い
出
し
、そ
の
一
言
で
全
員
が
ス
ッ
パ
リ

麻
雀
を
辞
め
て
ゴ
ル
フ
に
転
向
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
30
歳
の
時
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
ゴ
ル
フ
一
色
の
生
活
に
変

わ
り
、
週
２
～
３
回
の
練
習
と
月
４
回
の

ラ
ウ
ン
ド
を
こ
な
し
て
、45
歳
の
時
に
地
元

の
桐
生
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
大
会

『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
カ
ッ
プ
』で
念
願
の
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ち
な
み
に

こ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
は
76
で
す
。

妻
に
感
謝

妻
も
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
で
、富
士
山
の
裾す

そ

野の

に
あ
る
静
岡
県
の『
朝
霧
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
』に
て
、
大
自
然
の
中
で
一

緒
に
プ
レ
ー
し
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
も
な
く
、日
々

仕
事
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
、そ
の
陰
に

は
妻
の
栄
養
面

で
の
絶
大
な
る

協
力
と
ゴ
ル
フ
に

対
す
る
理
解
が

あ
り
、い
つ
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

多
少
お
酒
は

飲
み
ま
す
が
、妻
に
炭
水
化
物
の
量
を
管
理

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、規
則
正
し
く
食
事
を

と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ

に
な
る
よ
う
に
毎
朝
起
き
た
時
と
毎
晩
寝

る
前
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
を

心
が
け
て
お
り
、毎
日
絶
好
調
で
す
。

笑
顔
が
大
事

私
の
好
き
な
言
葉
は『
得と

く
意い

淡た
ん

然ぜ
ん

失し
つ

意い

泰た
い
然ぜ

ん
』で
す
。
仕
事
で
も
ゴ
ル
フ
で
も
、
物

事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時
は
驕お
ご

ら
ず

淡
々
と
。
逆
に
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、

ゆ
っ
た
り
と
構
え
て
取
り
乱
さ
な
い
。こ
れ

は
ゴ
ル
フ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

そ
し
て『
笑
顔
は
健
康
の
も
と
』を
モ
ッ

ト
ー
に
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
プ
レ
ー
す
る

た
め
に
妻
の
協
力
を
得
な
が
ら
、ゴ
ル
フ
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

【
文
：
高
橋 

健
一 

通
信
員
】

群 馬 県 支 部

篠
し の

原
は ら

 敏
さとし

 さん

笑
い
飛
ば�

し
て

今
日
も
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

（写真）奥様の良
りょう

子
こ

さんと
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中
建
国
保
の

乳がん・子宮がん
検診を受けよう！

がんの多くは高齢になるほどかかりやすくなります 
が、「乳がん」「子宮がん」は若年化が進み、20～40歳代 
で発症するケースが増えています。

乳がん
のこと

自宅で
「セルフチェック」
をしてみよう！

本部保健師 永住 希

乳がんは、自分の乳房を見たり触ったりするセルフチェックで
見つけることができます。

セルフチェックは月１回、日にちを決めて入浴や着替えのとき
などに行うようにしましょう。閉経前の方なら、乳房がやわらか
くなる月経終了後１週間～10日の間がおすすめです。

①�鏡の前で腕を上げ下げして、ひきつりなどの異常が 
ないか目でチェックする。

②�次に４本の指をそろえ、指の腹で軽く 
押すようにして、硬い部分（しこり） 
がないか、全体にまんべんなく触れる。

③�最後に乳首をつまみ、 
分泌液がないか 
チェックする。

乳がんは、日本人女性の 
９人に１人が生涯で一度 
はかかると言われています。 
しかし、進行する前の早い 
段階で見つけて治療をす

れば、高い確率で完全に治すことができます。
手術が必要な場合でも、乳房を温存しながらわずかな 

切除手術でがんを取り除くことが可能です。

進展度別 乳がんの５年生存率

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」
※１�限局：原発臓器に限局している
※２�領域：所属リンパ節転移（原発臓器の所属リンパ節への転移を 

伴うが、隣接臓器への浸潤なし）または隣接臓器浸潤（隣接する 
臓器に直接浸潤しているが、遠隔転移なし）

※３�遠隔転移：遠隔臓器、遠隔リンパ節などに転移・浸潤あり

セルフチェック 
の方法

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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子宮がん
のこと

乳がん検診も
忘れずに！

「子宮がん検診」 
と

「ワクチン接種」

セルフチェックだけでは、手に触れる前の 
小さなものや乳房の奥にあるがんを見つける 
ことが難しいため、定期的に乳がん検診を受
けることも大切です。

乳がん検診は、40歳以上では２年に１度の
マンモグラフィー検診が推奨されています。

40歳未満では、マンモグラフィーに比べて痛みが少なく、乳腺が発達して
いる若い人でも乳がんが見つかりやすい超音波検査がおすすめです。

子宮がんには、「子宮頸がん」と「子宮体がん」があります。
「子宮頸がん」は、子宮の入口にできるがんで、20代後半からかかる

人が増え始めます。初期の段階では自覚症状がほとんどありません。
「子宮体がん」は、子宮内膜にできるがんで、生理不順（月経不順）が

ある方や40代、50代の閉経後の女性に多いがんです。不正出血などの
自覚症状があります。

20歳を過ぎたら２年に１度の子宮
がん検診が大切です。

検診で見つかる自覚症状のないがん
は、早期に治療をすることで治すこと
ができます。生理不順や不正出血など
の症状がある場合は、検診の時期を待 
たずに早めに婦人科を受診しましょう。

また、子宮頸がんの予防にはHPVワクチンの接種も有効で、小学６年生～高校１年生相当の 
女子は、公費により接種することができます。詳しい接種方法は、お住まいの自治体にお問い合わせ
ください。

令和元年の国民生活基礎調査によるがん検診の受診率は、乳がん 
検診が47.4％、子宮がん検診が43.7％とまだまだ低いのが現状 
です。理由としては、検診が大切なのは分かっているが、「面倒 
だから」「費用が高い」「痛そう」「恥ずかしい」などがあるようです。

乳がん、子宮がんは早期
に発見すれば、ほとんど
が治ります。半日だけ、

検診に行く時間を
作ってあげてください。

実際の検診は …
● �検査自体は10分程度で終わります。
● �最近は女医や女性技師が検査する施設も増えてきています。
● �費用補助を行っている自治体がほとんどで、通常5,000円以上

かかる検査が1,000円～2,000円程度で受けられます。年齢に
よっては無料クーポンなどの配布も行っています。

抵抗感がある女性が多い「乳がん検診」と「子宮がん検診」

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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小
松 

美
智
子（
福
岡
建
設
・
家
族
）

子
ど
も
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
頃
、

“
山
陰
の
小
京
都
”と
呼
ば
れ
る
島
根
県
の

津
和
野
町
に
毎
年
の
よ
う
に
家
族
で
旅
行

し
、
自
転
車
を
レ
ン
タ
ル
し
て
家
族
４
人

で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
た
り
、
Ｓ
Ｌ
機

関
車
や
和
紙
作
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
当

時
、
道
横
の
水
路
に
は
コ
イ
が
い
っ
ぱ
い

泳
い
で
い
ま
し
た
。
お
土
産
と
し
て
買
っ

た
有
名
な
和
紙
で
作
っ
た
人
形
は
、
今
で

も
大
事
に
わ
が
家
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
孫
に
も
同
じ

こ
と
を
体
験
さ
せ
た
い
で
す
。

橋
本 

則
子（
秋
田
・
家
族
）

わ
が
家
で
は
、
よ
う
や
く
エ
ア
コ
ン
を

取
り
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で

は
若
さ
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う

す
ぐ
70
歳
に
手
が
届
く
の
で
、
体
が
持
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
快
適
に
過

ご
せ
そ
う
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

小
玉 

美
智
子（
秋
田
・
家
族
）

今
年
も
庭
の
あ
じ
さ
い
や
バ
ラ
が
た
く

さ
ん
咲
い
て
、
切
り
花
に
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。家
庭
菜
園
の
き
ゅ
う
り
、ミ
ニ
ト

マ
ト
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
自
分
で
育
て

た
野
菜
は
美
味
し
く
て
格
別
で
す
。ま
た
、

種
か
ら
育
て
た
あ
さ
が
お

4

4

4

4

や
ひ
ま
わ
り

4

4

4

4

が

咲
き
そ
う
で
、
毎
日
世
話
を
す
る
の
が
楽

し
い
で
す
。
気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
花
を
見
に
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
田 

拓
治（
山
口
・
組
合
員
）

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
温
泉
に
行

き
た
い
で
す

 ！！
泊
ま
り
で
も
日
帰
り
で
も

い
い
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
足
を
伸
ば
し
て

温
泉
に
入
り
た
い
で
す
。し
か
し
、マ
ス
ク

も
は
ず
し
、裸
で
利
用
す
る
場
な
の
で
、不

特
定
多
数
の
人
た
ち
と
接
す
る
リ
ス
ク
を

鑑
み
て
控
え
て
い
ま
す
。
元
々
外
食
は
あ

ま
り
し
な
い
方
だ
っ
た
の
で
、
外
食
を
控

え
る
こ
と
は
全
く
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

温
泉（
大
衆
浴
場
を
含
む
）に
行
け
な
い
の

は
、
ち
ょ
っ
と
…
結
構
ツ
ラ
い
で
す
。
早

く
何
も
気
に
せ
ず
過
ご
せ
る
日
が
来
た
ら

い
い
な
。

西
浦 

さ
ち
子（
栃
木
・
家
族
）

先
日
、
神
奈
川
県
に
住
む
娘
が
子
ど
も

３
人
を
連
れ
て
３
年
ぶ
り
に
わ
が
家
へ
来

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
見
な
い
間
に
す
っ

か
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
動
物
園

や
遊
園
地
に
行
っ
た
り
、
お
じ
さ
ん
達
か

ら
お
小
遣
い
を
も
ら
っ
て
ご
機
嫌
で
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。家
族
み
ん
な
が
元
気
で
暮

ら
せ
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。ま
た
来
て
ね
！！

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ 
上に「所属支部（出張所）名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．��冬に食べたい美味しい物・おすすめを教えて♪
２．�冬の思い出を教えて♪
３．�わが家の近況など

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保 
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

下の３つのテーマいずれかについて、ご意見・ご感想、 
また、あなたの近況・体験談などお書きください。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和４年
10月14日
（消印有効）

みんな
の
広場

応募の際には
記号番号の
記入を

忘れないでね！

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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最大10万円の

以下の書類を所属する支部・出張所にご提出ください。
対 象 者

住宅改修の着工日に中建国保に加入している人、
または組合員と同一世帯である人（住民票の添付
が必要）を補助対象者とします。

対象となる住宅改修
住宅改修の着工日において、中建国保の組合員が
施工し、補助の対象者が介護保険から住宅改修費
の支給をうけた住宅改修を補助の対象とします。

補 助 額

以下の①②の２つとも当てはまる場合に、�
中建国保から10万円を限度に支給します。
①�介護保険から最大20万円（このうち、所得区分
に応じて１〜３割にあたる２〜６万円は自己
負担となる）の支給をうけたこと

②�改修費用が20万円以上かかったこと
　（例）30万円かかった場合
　　　介護保険から支給　20万円
　　　（１〜３割は自己負担）
　　　超えた金額10万円
　　　→中建国保が10万円補助

中建国保の在宅介護支援住宅改修補助金

住宅改修補助金を
支給された方の感想

ご存知ですか？

①�「在宅介護支援住宅改修補助金申請書」�
（中建国保の窓口にあります。またはホームページ�
からもダウンロードできます）
②�市区町村に提出した�
「介護保険住宅改修費支給申請書（写）」
③�市区町村が発行した�
「介護保険住宅改修費支給決定通知書（写）」
④�「介護保険負担割合証（写）」
⑤�介護保険の被保険者が中建国保に加入して�
いない場合、組合員と同一世帯であることが�
確認できる住民票

※�場合によってはこの他にも必要になる書類があります。�
詳しくは支部・出張所にお問い合わせください。

医療費の節約にご協力をお願いします！
セルフメディケーションを行いましょう

セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を
持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」（WHO
の定義）です。

日頃から自分自身の体調に目を向け、不調時に毎回医療
機関を受診するのではなく、原因が分かっている不調や一時
的に軽減したい症状には市販薬を上手く活用しましょう。

かかりつけの医師を持ちましょう
かかりつけの医師を持つことで、同じ病気

で複数の医療機関を受診することによる重複
検査や投薬などにかかる医療費を抑えること
ができます。今受けている治療に不安などが
あるときには、医師に伝えて話し合ってみま
しょう。

お薬手帳を活用しましょう
薬は飲み合わせによっては、副作用を生じ

ることがあります。お薬手帳には、あなたに
合う薬の種類や量などの大切な情報が記載さ
れています。また、薬が余っているときには
医師や薬剤師に相談し、医療機関や薬局では
必ずお薬手帳を出すようにしましょう。

ジェネリック医薬品を活用しましょう
ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品と同等

の効能・効果を持つ医薬品で、費用が先発医薬品よりも安く
済みます。「ジェネリック医薬品お願いシール」を貼った保
険証や診察券を医療機関や薬局に提示することにより、ジェ
ネリック医薬品の利用について相談に乗ってもらうことが
できます。

書類は市区町村への
介護保険申請時に作成しているので、
中建国保に申請する時に手間はかかり

ませんでした。ただし、中建国保の組合員が
改修を請け負っている必要があるので、

注意が必要です。

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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個人情報の取扱いについて ●本サービスは、ティーペック（株）が業務委託を受けて運営しております。●ティーペック（株）は、面談を伴うサービスを適切に実施するため、ご利用
者よりいただく個人情報の取り扱いを面談担当者（本事業提携事業者）に委託する場合がありますが、十分な個人情報の保護水準を満たす者を選定し、契約を締結するなど必要かつ
適切に監督いたします。（個人情報をお知らせいただけない場合は、当該サービスをご提供できない場合があります）●ティーペック（株）は、個人情報を上記の目的以外に使用しな
いことはもとより、ご利用者の同意を得ている場合、法令にもとづく場合、ご利用者本人または第三者の生命、身体または財産の保護のために必要があると当社が判断した場合を除
き、取得した個人情報を委託先以外の第三者に提供いたしません。●ティーペック（株）は、応対品質の向上及び通話内容の検証を目的として、書面、録音または電子的方法等により
記録させていただくことがございます。●ご提供いただきました個人情報の開示等を求めることが可能です。お手続きは「〒110-0005 東京都台東区上野5-6-10 ティーペック（株）
個人情報相談窓口責任者（個人情報保護責任者代理）」までお問い合わせください。●当該サービスをご利用いただいた場合は上記の内容をご理解の上、個人情報の取得および提供
についてご同意いただいたものとさせていただきますので、あらかじめご了承をお願いいたします。

●	� 年間５回までご利用いただけます。
●	� １回約50分のカウンセリングとなります 

ので、ゆっくりとご利用いただけます。
●	� キャンセルの際は、 

土日・祝日・12／31～１／３を除く 
前々日17：00までにご連絡ください。

話すことは心の整理
ついつい無理をして
頑張りすぎてしまうけど本当は辛い …
そんなときにぜひご相談ください。

ストレスが
たまって
精神的に 

まいっている

イライラや
不安がつのり、
誰かに話を聴い
てもらいたい

疲れているのに
よく眠れない

人に言いづらい
悩みがあるが

第三者に
相談したい

0120-1332-64
フリーダイヤル

中建国保 健康相談室

面談カウンセリング

特報

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ上に
「所属支部（出張所）名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

作品サイズ
【写　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入 

したメモ等を同封してください。 
・ 保険証の記号番号、氏名、住所 
・ 撮影した場所　 ・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の 
所有といたします。また、機関紙以外 
への掲載あるいは展示等をする場合があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13 
中央建設国保組合「お正月写真募集」係
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、
もれなくごりけんQUOカード 
1,000円分を年度内１回プレゼントします。

作品イメージ

募 集 要 項

初日の出の瞬間をおさめた写真や、新年を祝う祭りの
風景、新年に行われるイベント（餅つき大会やマラソン
大会など）でにぎわう風景など、お正月の様子をおさめ
たあなたの自慢の写真をお送りください。ただし、仲間
同士のスナップや画質の悪い写真など、当組合で掲載
が難しいと判断したものについては、謝礼の送付をお断
りする可能性があります。

募集テーマ：お正月

あなたが撮った

お正月写真を募集します！

お正月の写真とあわせて、読者に紹介したい
素敵な風景の写真も、随時募集しています！

中央建設国民健康保険組合の被保険者とその家族の方々に 
ご利用いただけます。

	 イ イ 	 耳 	 に 	 朗 	 報

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A 〜 Eの 
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。 
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

ぶどう、梨、りんごといった旬のフルーツ狩り。
さつまいも掘りも楽しいですね。ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワードパズル当選者発表

藤元はるみ
三浦　祐悦
高橋　政義
浅利百合子
小林　　広
関口　恵子
中村　享巧
野﨑　友彦
柘植　　工
菊池　浩美
牧野美保子
小野美千子
羽坂　一則
田中　　貴
辻　　弘和
塚越みはる
兼子　和弘
水野とし恵
外山　光余
大越　健司

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

秋田県支部

栃木県支部

群馬県支部

千葉土建支部

千葉土建支部

東京都支部

東京都支部

東京都支部

新潟県支部

石川県支部

福井県支部

福井県支部

山梨県支部

静岡県支部

愛知県支部

愛知県支部

愛知県支部

長谷川克子
奥田　澄代
新家　昭子
安達　栄二
佐藤　直紀
中水麻里子
鶴田　　實
石山　幸男
遠藤　純子
森貞　勝茂
大内　秀子
臼杵　慶一
片岡　正吉
平川　和宏
室園　徹夫
橋口　清子
松井三保子
岩川　純幸
中塩屋博之
綾田　京子

滋賀県支部

奈良県支部

和歌山県支部

和歌山県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

徳島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

高知県支部

福岡建設支部

福岡建設支部

大分県支部

宮崎県支部

鹿児島県支部

鹿児島県支部

鹿児島県支部

ナミノオト

7月号
の答え

ハガキにクイズの答えと 
住所、氏名、保険証の記号番号を 
明記してご応募ください。

応募

令和４年10月14日 
（消印有効）締切

〒171-0014 
東京都豊島区池袋2-16-13 
中央建設国保組合 

「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして

います

1

B

2 3 4 5

6 7

8 9 10

C

11

12 13 14

15

16

D

17 18 19

A

20 21 22

23 24

E

９月23日は「○○○○○の日」。
○○満足、○○紹介といえば？
卵もおいしい○○○シシャモ。
ボタンを押して降車します。
栗の○○○○煮がのった
モンブラン。
サンマなどを焼く七輪の燃料。
視聴○○は
番組のバロメーターです。

童謡『○○○○小焼』。
手作りお菓子の定番です。

「へま」とも言います。
備えあれば○○○なし。
ポップコーンをお供に鑑賞。
奄美大島は世界○○○に
登録されました。
鮭が産卵のためにのぼります。
あなたが好きな寿司○○は？

1
2
3
4
5

7
9

11
13
14
16
17
19

20
22

香り松茸、味○○○。
名月を取ってくれろとなく子かな／
○○○○一茶。
秋に咲く花で、別名は「秋桜」です。
朝顔はヒルガオ科、夕顔は○○科。
千里の○○も一歩から。
上が天井なら下は？
本にかぶせる○○○カバー。
子供のために作られた物語です。

鬼が出るか○○が出るか。
葛飾北斎や歌川広重らが 
描きました。
文化祭で○○音楽部が 
ライブを開催。
ライスやナンと一緒に食べます。
秋の田んぼで刈ります。
○○シャツをアイロンがけ。
チワワやトイプードルなど。

1
3

6
8
10
11
12
14

15
16

18

20
21
23
24

解答欄 A B C D E

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。 
応募された方は、ホームページ上に「所属支部（出張所）名」「氏名」 
等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項にご応募いただいた皆さま
の個人情報は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送
のためにのみ使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供
は行いません。

応募の際には
記号番号の

記入を
忘れないでね！

　　　抽選で40名の方に

中建国保だより　令和４年９月１日発行　第三種郵便物認可
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て
も
窓
か
ら
顔
を
出
し
て「
お
父
さ
ん
お
か
え

り
ー
」と
迎
え
て
く
れ
、
玄
関
ま
で
駆
け
寄
っ

て
く
れ
る
姿
に
毎
日
癒
さ
れ
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

２
人
は
と
て
も
仲
が
良
い
の
で
す
が
、性
格

は
全
然
違
い
ま
す
。
長
女
は「
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
、
ど
っ
ち
が
好
き
？
」と
い
う
意
地
悪

な
質
問
に
も「
ど
っ
ち
も
好
き
」と
答
え
て
く
れ

た
り
、よ
く
妻
と
私
に「
だ
い
す
き
」と
手
紙
を

書
い
て
く
れ
ま
す
。慎
重
な
所
も
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
優
し
い
子
に
育
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

次
女
は
慎
重
と
は
真
逆
な
性
格
で
、ち
ょ
っ

と
雑
で
大
胆
な
所
が
あ
り
ま
す
。お
姉
ち
ゃ
ん

を
真
似
よ
う
と
身
の
丈
に
合
わ
な
い
こ
と
ま
で

や
ろ
う
と
し
て
、
た
ま
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
さ
せ
ら
れ

ま
す
。言
葉
も
ま
だ
何
を
言
っ
て
い
る
か
は
っ

き
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、自
分
の
意
思
を
伝
え

娘
た
ち
の
成
長
に

顔
を
綻ほ

こ
ろ

ば
せ
て

祖
父
を
き
っ
か
け
に
大
工
を
志
し
て

私
は
山
口
県
光
市
で
建
築
大
工
を
し
て
い
ま

す
。
祖
父
が
大
工
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
自
然

と
志
す
よ
う
に
な
り
、
高
校
卒
業
後
、
富
山
県

に
あ
る
大
工
の
専
門
学
校
に
２
年
間
通
い
ま
し

た
。卒
業
後
に
は
地
元
の
大
工
さ
ん
の
も
と
で

14
年
間
お
世
話
に
な
り
、一
昨
年
に
独
立
し
て

一
人
親
方
と
し
て
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。今
は

仕
事
を
し
な
が
ら
、『
新
建
材
を
使
わ
ず
将
来

ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
家
造
り
』と
い
う
自
身

の
仕
事
に
対
す
る
方
針
の
も
と
自
宅
の

古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
お
り
、娘
た

ち
か
ら
は『
ト
ト
ロ
の
家
』と
い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

真
逆
な
性
格
の
２
人
の
お
姫
さ
ま

わ
が
家
に
は
、長
女
の『
芭は

月づ
き（

５
歳
）』

と
次
女
の『
梓あ
ず
さ（
２
歳
）』と
い
う
２
人
の

お
姫
さ
ま
が
い
ま
す
。朝
仕
事
に
行
く
と

よ
う
と
一
生
懸
命
話
し
か
け
て
く
れ
る
姿
に

日
々
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
お
か
げ
で
生
ま
れ
た

大
き
な
変
化

子
ど
も
が
で
き
た
こ
と
で
、
今
ま
で
自
分
の

中
に
は
無
か
っ
た
愛
お
し
い
と
い
う
感
情
が
芽

生
え
ま
し
た
。娘
た
ち
と
の
日
々
の
些
細
な
や

り
と
り
も
愛
お
し
く
感
じ
、自
然
と
顔
が
綻ほ
こ
ろん

で
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
が
苦
手
と
思
っ
て
い
た
過
去
の
自

分
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
変

化
で
、自
分
自
身
父
親
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
は
仕
事
で
家
を
空
け
て
お
り
、朝
と
家

に
帰
っ
て
か
ら
寝
か
し
つ
け
る
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
し
か
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。娘
た
ち
が
こ
こ
ま
で
す
く
す
く
と
良
い
子

に
育
っ
て
く
れ
た
の
は
、妻
が
し
っ
か
り
と
愛

情
を
持
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
り
、育
て
て
く
れ

て
い
る
お
陰
な
の
で
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
娘
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

夫
婦
で
子
育
て
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
長
宗 

忠 

通
信
員
】

き
に
は
窓
か

ら
顔
を
出
し
、

「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」と

手
を
振
っ
て

送
り
出
し
て

く
れ
ま
す
。仕

事
か
ら
帰
っ

山 口 県 支 部 河
こ

内
う ち

 信
の ぶ

宏
ひ ろ

さん

芭
は

月
づ き

ちゃん　梓
あずさ

ちゃん　

わが家の
お姫さま

（写真）左から梓ちゃん、芭月ちゃん
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